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昔
話
「
嫁
の
輿こ
し

に
牛
」
の
研
究

　
　
―
古
典
お
よ
び
世
界
と
の
比
較
―

花
部
英
雄

　
　
　

は
じ
め
に

　
『
日
本
昔
話
大
成
』
の
昔
話
「
嫁
の
輿
に
牛
」（『
日
本
昔
話
通
観
』
の

題
名
で
は
「
牛
の
嫁
入
り
」）
は
、
中
世
の
説
話
集
（『
沙
石
集
』『
雑
談
集
』

ほ
か
）
や
物
語
（
御
伽
草
子
「
さ
さ
や
き
竹
」）
な
ど
の
文
字
資
料
、
そ

し
て
『
世
界
話
型
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
』
の
Ａ
Ｔ
896
「
好
色
な
聖
者
と
箱
の
中

の
少
女
」
の
話
型
名
で
登
録
さ
れ
て
い
る
昔
話
な
ど
と
同
じ
モ
チ
ー
フ
の

類
話
で
あ
る
。

　

寺
に
祈
願
に
来
た
美
し
い
娘
を
見
初
め
た
坊
主
が
、
自
分
の
妻
に
し
よ

う
と
策
略
を
め
ぐ
ら
し
、
そ
れ
が
半
ば
成
功
し
て
娘
を
輿
で
寺
に
運
ば
せ

る
。
し
か
し
、
途
中
で
担
ぎ
手
が
輿
か
ら
離
れ
て
い
る
隙
に
、
通
り
掛
か

り
の
殿
様
が
娘
と
牛
を
す
り
替
え
て
、
娘
を
奥
方
に
す
る
。
一
方
、
運
ば

れ
た
牛
は
寺
で
大
暴
れ
す
る
と
い
う
内
容
で
あ
る
。

　

こ
の
昔
話
の
研
究
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
主
に
中
世
文
学
の
研
究
者
等

に
お
い
て
、
諸
本
の
紹
介
や
異
同
、
物
語
に
登
場
す
る
神
仏
や
社
寺
、
地

名
、
人
物
等
に
か
か
わ
っ
て
研
究
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
お
も
な
も
の
を
取

り
上
げ
る
と
、
中
世
の
物
語
説
話
の
泰
斗
の
市
古
貞
次
は
『
未
刊
中
世
小

説
解
題（

（
（

』で
、「
さ
さ
や
き
竹
」と
関
連
の
説
話
集
と
の
類
似
を
指
摘
し
た
。

こ
の
市
古
に
続
く
研
究
に
永
井
義
憲（

（
（

や
沢
井
耐
三（

（
（

ら
が
い
る
。
そ
の
う
ち
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永
井
は
『
鷲
林
拾
葉
集
』
に
見
え
る
新
た
な
類
話
を
紹
介
し
、
法
華
経
談

義
の
場
で
講
説
さ
れ
た
物
語
と
い
う
視
点
を
示
し
な
が
ら
、
物
語
に
登
場

す
る
清
水
寺
の
「
坂
ノ
者
」
に
注
目
し
、
平
安
末
期
に
遡
る
も
の
と
推
測

し
た
が
、
い
く
ぶ
ん
成
立
の
根
拠
に
乏
し
い
。

　

ま
た
、
少
女
も
し
く
は
そ
の
近
親
者
が
参
詣
す
る
寺
や
神
仏
を
『
沙
石

集
』
で
は
地
蔵
菩
薩
、『
雑
談
集
』
は
鞍
馬
寺
、『
鷲
林
拾
葉
集
』
は
清
水

寺
、『
地
蔵
菩
薩
霊
験
記
』
は
壬
生
の
地
蔵
な
ど
と
、
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
っ

て
い
る
。
類
話
と
思
し
き
説
話
の
舞
台
と
な
る
場
が
さ
ま
ざ
ま
に
変
化
す

る
の
は
、
こ
れ
ら
の
作
品
成
立
の
背
景
の
問
題
と
も
か
か
わ
っ
て
い
る
と

予
想
さ
れ
る
。
上
述
の
寺
院
が
説
話
の
管
理
と
関
係
す
る
と
す
れ
ば
、
そ

れ
ぞ
れ
の
寺
院
に
寄
宿
す
る
宗
教
者
の
関
与
の
問
題
と
い
え
る
か
も
し
れ

な
い
が
、
今
は
問
題
提
起
に
と
ど
め
て
お
く
。

　

以
上
は
、
国
内
の
そ
れ
も
記
録
さ
れ
た
資
料
に
も
と
づ
く
国
文
学
的
な

研
究
動
向
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
対
し
口
承
を
ベ
ー
ス
と
し

た
内
外
の
研
究
動
向
は
遅
々
と
し
て
お
り
、
わ
ず
か
に
南
方
熊
楠（

（
（

と
松
原

秀
一（

（
（

に
よ
る
事
例
紹
介
が
挙
げ
ら
れ
る
。
南
方
は
例
の
博
識
か
ら
、
類
話

を
『
南
総
里
見
八
犬
伝
』
や
中
国
の
『
酉
陽
雑
俎
』、
イ
ン
ド
の
『
カ
タ
ー
・

サ
リ
ッ
ド
・
サ
ー
ガ
ラ
』
な
ど
を
取
り
上
げ
て
紹
介
し
て
い
る
。
松
原
も
、

フ
ラ
ン
ス
の
『
新
百
物
語
』
に
載
る
類
話
を
紹
介
す
る
が
、
後
半
の
輿
の

娘
と
の
す
り
替
え
は
な
く
、
そ
の
う
え
身
籠
っ
た
娘
が
神
の
子
を
宿
し
た

な
ど
と
好
色
な
修
道
僧
が
欺
く
な
ど
、
後
半
は
キ
リ
ス
ト
教
を
背
景
に
し

た
異
な
る
モ
チ
ー
フ
の
展
開
で
、
松
原
は
同
様
の
コ
ン
ト
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
文
献
を
博
捜
し
比
較
考
察
を
続
け
る
。

　

さ
て
、
本
稿
は
昔
話
「
嫁
の
輿
に
牛
」
の
国
際
比
較
を
目
的
と
し
て
い

る
が
、
始
め
に
昔
話
と
日
本
中
世
の
説
話
・
物
語
と
の
考
察
を
行
な
う
。

両
者
の
比
較
分
析
を
通
じ
て
そ
の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
続
い
て

国
外
の
類
話
と
の
同
様
の
比
較
分
析
を
行
な
う
。
昔
話
の
国
際
比
較
は
、

昔
話
の
地
域
的
特
性
を
明
ら
か
に
し
な
が
ら
、
昔
話
の
成
長
過
程
や
伝
播

の
問
題
を
追
究
す
る
こ
と
が
主
眼
と
な
る（

（
（

が
、
そ
う
し
た
視
点
の
も
と
に

日
本
の
中
世
の
説
話
・
物
語
を
間
に
挟
ん
だ
三
者
の
比
較
考
察
を
試
み
る
。

時
代
や
場
所
が
限
定
さ
れ
た
中
世
の
好
色
譚
が
、
内
外
の
昔
話
の
仲
介
的

な
役
割
を
担
う
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　

一
、
日
本
の
昔
話
「
嫁
の
輿
に
牛
」
と
説
話
・
物
語

㈠　

比
較
の
た
め
の
資
料
と
一
覧
表

　

日
本
の
「
嫁
の
輿
に
牛
」
系
の
中
世
の
説
話
・
物
語
の
文
献
資
料
六
本

と
落
語
「
お
玉
牛
」
を
加
え
た
七
例
に
、
昔
話
と
し
て
報
告
さ
れ
た
「
嫁

の
輿
に
牛
」
一
五
例
を
、「
表
Ⅰ 

日
本
の
「
嫁
の
輿
に
牛
」
一
覧
表
」
に

示
し
た
。
昔
話
の
事
例
は
け
っ
し
て
多
く
は
な
い
が
、
比
較
す
る
上
で
の
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表
Ⅰ
　
日
本
に
お
け
る
「
嫁
の
輿
に
牛
」
一
覧
表

説
話

・
物

語
／

伝
承

地
発

端
詐

欺
救

出
結

末
出

典
主

人
公

機
縁

詐
欺

師
策

略
成

否
救

出
者

掏
替

え
1

沙
石

集
若

女
房

地
蔵

参
詣

若
法

師
耳

元
で

最
初

の
男

を
×

武
士

入
道

―
祝

言
か

ら
追

放
沙

石
集

2
雑

談
集

姫
君

鞍
馬

寺
詣

り
鞍

馬
の

房
主

房
主

に
嫁

げ
と

示
現

中
将

子
牛

子
牛

大
暴

れ
雑

談
集

3
地

蔵
菩

薩
霊

験
記

孫
姫

壬
生

地
蔵

参
詣

血
気

の
僧

竹
筒

で
最

初
の

男
を

○
大

名
子

牛
子

牛
が

大
暴

れ
地

蔵
菩

薩
霊

験
記

4
鷲

林
拾

葉
集

女
房

清
水

参
詣

法
師

竹
筒

で
最

初
の

男
を

×
富

有
者

―
坂

の
者

の
娘

と
結

婚
鷲

林
拾

葉
集

5
さ

さ
や

き
竹

Ⅰ
型

姫
君

鞍
馬

の
花

見
別

当
竹

筒
で

別
当

に
嫁

げ
と

示
現

宮
内

小
輔

子
牛

子
牛

大
暴

れ
さ

さ
や

き
竹

A
6

さ
さ

や
き

竹
Ⅱ

型
姫

君
僧

正
を

呼
び

祈
祷

依
頼

西
光

房
竹

筒
で

西
光

房
に

嫁
げ

と
示

現
関

白
牛

牛
大

暴
れ

、
群

集
殺

到
さ

さ
や

き
竹

B
7

落
語

「
お

玉
牛

」
お

玉
娘

の
噂

茂
平

強
制

的
な

夜
這

い
―

牛
牛

と
同

衾
落

語
「

お
玉

牛
」

8
青

森
県

木
造

町
さ

ん
子

―
金

持
ち

強
引

に
嫁

に
貰

う
殿

様
子

牛
娘

は
殿

の
嫁

、
牛

は
実

家
木

造
町

の
む

が
し

コ
集

9
岩

手
県

遠
野

市
土

淵
娘

―
隣

村
の

和
尚

娘
と

50両
を

寺
に

よ
こ

せ
殿

様
子

牛
娘

は
戻

り
、

牛
は

実
家

遠
野

の
昔

話
10

　
〃

　
北

上
市

飯
豊

姉
―

和
尚

娘
と

50両
を

寺
に

よ
こ

せ
殿

様
子

牛
牛

を
実

家
に

返
す

す
ね

こ
・

た
ん

ぱ
こ

11
秋

田
県

山
本

郡
琴

丘
町

娘
堂

に
結

婚
祈

願
別

当
寺

の
別

当
に

出
せ

屋
形

様
牛

娘
は

戻
り

、
牛

は
実

家
秋

田
む

が
し

こ
第

二
集

12
山

形
県

新
庄

市
蛇

塚
娘

法
事

に
和

尚
呼

ぶ
和

尚
牛

の
相

の
祈

祷
に

寺
に

寄
越

せ
殿

様
牛

娘
は

殿
の

嫁
、

牛
は

実
家

新
庄

の
む

か
し

ば
な

し
13

新
潟

県
長

岡
市

西
蔵

王
町

娘
山

の
神

に
結

婚
祈

願
う

す
ら

馬
鹿

帰
り

に
最

初
に

逢
う

男
○

殿
様

子
牛

娘
は

殿
の

嫁
、

牛
は

実
家

お
ば

ば
の

昔
ば

な
し

14
山

梨
県

長
者

の
娘

氏
神

に
祈

願
百

姓
権

兵
衛

娘
を

権
兵

衛
に

呉
れ

ろ
山

賊
子

牛
牛

が
大

暴
れ

甲
斐

昔
話

集
15

岡
山

県
御

津
郡

百
姓

娘
通

う
の

に
根

負
け

若
者

娘
の

蒲
団

に
忍

び
込

む
―

牛
モ

オ
ー

の
声

に
逃

げ
る

岡
山

県
御

津
郡

昔
話

集
16

鳥
取

県
琴

浦
町

娘
賽

の
神

に
祈

願
堂

守
堂

守
に

や
れ

侍
子

牛
牛

は
娘

に
戻

ら
な

い
大

山
北

麓
の

昔
話

17
島

根
県

松
江

市
八

束
長

者
の

娘
氏

神
に

祈
願

小
僧

社
地

に
来

る
男

が
婿

○
殿

様
子

牛
娘

は
殿

様
の

嫁
蒜

山
盆

地
の

昔
話

18
香

川
県

長
者

の
娘

―
―

―
男

子
牛

「
び

ん
か

と
思

う
た

ら
ボ

ウ（
牛

）」
西

讃
岐

地
方

昔
話

集
19

鹿
児

島
県

喜
界

島
女

自
身

が
神

に
誓

願
青

年
青

年
と

夫
婦

に
な

れ
殿

様
乳

飲
み

牛
乳

飲
み

牛
が

暴
れ

回
る

鹿
児

島
県

喜
界

島
昔

話
集

20
鹿

児
島

県
名

瀬
市

女
の

子
自

身
が

寺
に

祈
願

坊
主

坊
主

の
嫁

に
な

れ
殿

の
子

赤
牛

娘
は

殿
に

赤
牛

は
実

家
に

福
島

ナ
ヲ

マ
ツ

昔
話

集
21

鹿
児

島
県

名
瀬

市
村

の
美

人
―

坊
さ

ん
長

持
ち

で
嫁

に
来

い
―

子
馬

子
馬

が
暴

れ
回

る
久

永
ナ

ヲ
マ

ツ
嫗

の
昔

話
22

沖
縄

県
竹

富
町

小
浜

島
女

の
子

娘
の

結
婚

の
相

談
シ

ナ
の

坊
主

娘
の

延
命

の
為

坊
主

に
寄

越
せ

若
い

侍
子

牛
牛

と
芝

居
見

物
で

娘
に

再
会

沖
縄

の
昔

話
〔

出
典

〕
1沙

石
集（

岩
波

書
店

、
1966）、

2雑
談

集（
三

弥
井

書
店

、
1973）、

3地
蔵

菩
薩

霊
験

記（
続

群
書

類
従

25輯
下

、
1984）、

4鷲
林

拾
葉

集（
臨

川
書

店
、

1991）、
5さ

さ
や

き
竹

Ⅰ
型（

室
町

物
語

大
成

（
角

川
書

店
、

1978））、
6さ

さ
や

き
竹

Ⅱ
型（

室
町

物
語

大
成（

角
川

書
店

、
1978））、

7落
語

の
根

太（
角

川
文

庫
、

1976）、
8木

造
町

の
む

が
し

コ
集（

青
森

文
芸

協
会

、
1984）、

9す
ね

こ
・

た
ん

ぱ
こ（

銀
河

社
、

1958）、
10遠

野
の

昔
話（

日
本

放
送

出
版

協
会

、
1975）、

11秋
田

む
が

し
こ

第
二

集（
未

来
社

、
1968）、

12新
庄

の
む

か
し

ば
な

し（
新

庄
市

教
育

委
員

会
、

1971）、
13お

ば
ば

の
昔

ば
な

し（
野

島
出

版
、

1966）、
14甲

斐
昔

話
集（

郷
土

研
究

社
、

1930）、
15岡

山
県

御
津

郡
昔

話
集（

三
省

堂
、

1974）、
16大

山
北

麓
の

昔
話（

三
弥

井
書

店
、

1965）、
17蒜

山
盆

地
の

昔
話（

三
弥

井
書

店
、

1968）、
18西

讃
岐

地
方

昔
話

集（
岩

崎
美

術
社

、
1975）、

19鹿
児

島
県

喜
界

島
昔

話
集（

三
省

堂
、

1974）、
20福

島
ナ

ヲ
マ

ツ
昔

話
集（

自
家

版
、

1973）、
21久

永
ナ

ヲ
マ

ツ
嫗

の
昔

話（
日

本
放

送
出

版
協

会
、

1973）、
22沖

縄
の

昔
話（

日
本

放
送

出
版

協
会

、
1980）
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数
に
お
い
て
何
の
問
題
も
な
い
。
分
布
状
況
を
見
る
と
東
北
地
方
と
奄
美

諸
島
に
や
や
多
く
、
中
部
地
方
や
西
日
本
は
ま
ば
ら
で
あ
る
。
昔
話
と
中

世
の
説
話
や
物
語
と
は
、
一
見
し
て
テ
ー
マ
や
モ
チ
ー
フ
、
ま
た
展
開
に

お
い
て
異
な
る
が
、
た
だ
両
者
は
歴
史
的
に
関
係
が
深
く
、
こ
こ
で
は
違

い
を
顕
在
化
す
る
た
め
に
も
、あ
え
て
同
一
の
表
に
収
め
る
こ
と
に
し
た
。

　

落
語
の
「
お
玉
牛
」
は
、
そ
の
話
名
か
ら
し
て
「
嫁
の
輿
に
牛
」
の
昔

話
や
説
話
・
物
語
を
下
敷
き
に
構
成
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
梗
概
を

記
す
と
、
遊
び
人
の
茂
平
は
美
人
の
評
判
高
い
お
玉
を
一
方
的
に
口
説
き

落
と
し
、
夜
這
い
に
出
か
け
る
こ
と
に
な
っ
た
と
吹
聴
す
る
。
当
日
、
家

の
者
は
娘
の
蒲
団
に
子
牛
を
入
れ
て
お
く
と
、
忍
ん
だ
茂
平
は
暗
闇
の
中

で
角
や
毛
、
肌
を
撫
で
て
褒
め
る
が
、
最
後
に
牛
が
蒲
団
を
跳
ね
除
け
て

飛
び
出
す
。
後
日
、
仲
間
に
お
玉
を
ウ
ン
と
言
わ
し
た
か
と
聞
か
れ
て
、

「
い
い
や
、
モ
ー
と
言
わ
し
た
」
と
言
い
訳
す
る
の
が
落
ち
に
な
る
。「
嫁

の
輿
に
牛
」
の
類
話
と
言
う
よ
り
パ
ロ
デ
ィ
ー
に
近
い
が
、
近
世
的
変
化

の
姿
と
い
う
視
点
か
ら
取
り
上
げ
た
。実
は
、昔
話
の
15
と
同
様
で
あ
り
、

18
の
「
び
ん
か
と
思
う
た
ら
ボ
ウ
（
牛
）
に
な
る
」
と
い
う
語
も
落
語
と

無
関
係
で
は
あ
る
ま
い
。
ま
た
、
落
語
の
蒲
団
の
中
で
の
で
き
ご
と
も
、

古
典
の
「
さ
さ
や
き
竹
Ⅱ
型（

（
（

」
に
お
け
る
お
堂
の
中
で
、
櫃
の
中
に
手
を

入
れ
撫
で
な
が
ら
「
娘
（
牛
）
褒
め
」
す
る
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
と
同
様
で

あ
る
。
口
承
文
化
と
文
芸
の
比
較
の
上
か
ら
は
誠
に
興
味
深
い
。

　

表
の
作
成
に
お
い
て
は
、
ま
ず
構
成
要
素
を
大
き
く
二
分
し
、
娘
を
手

に
入
れ
る
た
め
の
「
詐
欺
」
を
実
行
す
る
前
半
と
、
箱
の
中
の
娘
を
牛
と

す
り
替
え
て
「
救
出
」
す
る
後
半
と
に
分
け
た
。
こ
れ
に
詐
欺
師
に
狙
わ

れ
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
「
機
縁
」、
お
よ
び
事
件
後
の
「
結
末
」
を
加

え
た
。

㈡　
「
機
縁
」
と
「
結
婚
詐
欺
」

　

次
に
、
こ
の
表
に
従
い
な
が
ら
構
成
要
素
に
お
け
る
特
徴
的
な
内
容
に

つ
い
て
取
り
上
げ
る
。
ま
ず
「
機
縁
」
の
部
分
で
は
、
古
典
の
説
話
・
物

語
に
お
い
て
説
話
の
管
理
者
に
寺
院
が
想
定
さ
れ
る
ほ
ど
に
関
係
が
深

か
っ
た
の
に
、
昔
話
で
は
寺
よ
り
も
神
の
事
例
が
多
く
、
ま
た
機
縁
自
体

の
な
い
も
の
も
あ
る
。
そ
の
場
合
に
は
策
略
を
用
い
る
こ
と
も
せ
ず
、
直

に
金
や
娘
を
要
求
す
る
な
ど
、
き
わ
め
て
威
圧
的
で
あ
る
。
話
の
全
体
か

ら
す
る
と
寺
の
関
与
が
薄
い
の
に
、
そ
れ
に
反
し
て
和
尚
の
態
度
が
傲
慢

で
あ
る
の
は
、
始
め
か
ら
和
尚
を
悪
役
の
詐
欺
師
に
仕
立
て
よ
う
と
す
る

意
図
が
働
い
て
い
る
よ
う
だ
。

　

一
方
で
、
村
の
若
者
な
ど
が
詐
欺
師
と
な
る
場
合
は
、
策
略
を
用
い
た

詐
欺
行
為
を
す
る
。
そ
の
策
略
に
は
神
仏
の
陰
に
隠
れ
て
自
分
の
名
前
を

読
み
上
げ
る
も
の
の
他
に
、
特
定
の
場
所
や
順
番
を
指
示
し
て
先
回
り
す

る
な
ど
、
古
典
の
策
略
と
同
様
で
あ
る
。
な
お
、
策
略
で
「
最
初
に
遭
う
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男
」
と
指
示
を
し
て
、
そ
の
通
り
に
な
る
場
合
と
な
ら
な
い
場
合
と
が
あ

り
、
そ
れ
を
「
成
否
」
の
項
目
に
お
い
て
○
×
で
示
し
た
。
た
と
え
ば
表

の
3
と
13
、
17
で
は
指
示
通
り
に
し
て
詐
欺
師
が
女
を
手
に
入
れ
、
所
定

の
場
所
に
輿
で
運
ば
せ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
1
と
4
は
「
×
」
す
な
わ
ち

詐
欺
師
の
前
に
別
の
男
が
先
に
女
と
出
遭
い
、
女
を
連
れ
て
行
っ
て
し
ま

う
。
し
た
が
っ
て
そ
の
後
の
展
開
に
お
け
る
「
牛
と
の
す
り
替
え
」
は
無

く
な
る
。
こ
の
「
最
初
に
遭
う
男
」
と
い
う
設
定
を
崩
し
て
遭
え
な
く
す

る
1
・
4
の
趣
向
は
、
そ
の
後
の
展
開
が
大
き
く
変
わ
る
な
ど
、
物
語
の

生
成
か
ら
す
る
と
少
し
不
自
然
さ
も
あ
り
、
こ
の
形
は
差
異
化
を
ね
ら
っ

て
の
後
か
ら
の
変
化
と
考
え
ら
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、「
策
略
」
の
中
に
古
典
で
は
な
か
っ
た
も
の
が
、
昔
話
で

は
牛
お
よ
び
娘
の
凶
相
が
悪
い
の
で
祓
い
（
12
、
22
）
を
行
な
う
と
い
う

理
由
で
牛
・
女
を
呼
び
出
す
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
に
世
界

と
の
比
較
の
と
こ
ろ
で
触
れ
る
こ
と
に
す
る
。

㈢　
「
救
出
」
と
牛
の
意
味

　

後
半
の
「
救
出
モ
チ
ー
フ
」
の
構
成
要
素
の
う
ち
、
ま
ず
「
救
出
者
」

に
つ
い
て
言
う
と
、
古
典
の
場
合
は
そ
の
時
代
の
権
威
者
の
通
名
で
示
さ

れ
る
。
こ
れ
に
対
し
昔
話
の
場
合
は
、
す
べ
て
殿
様
か
侍
で
あ
り
、
語
り

手
の
イ
メ
ー
ジ
に
は
江
戸
時
代
を
背
景
に
話
を
組
み
立
て
て
い
る
よ
う
で

あ
る
。
ま
た
「
す
り
替
え
」
は
、
全
部
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
子
牛
（
牛
）

で
あ
る
。
中
世
の
説
話
・
物
語
も
昔
話
も
、
こ
の
点
で
は
一
致
し
て
い
る
。

こ
の
構
成
要
素
の
牛
だ
け
は
、
日
本
に
お
け
る
時
代
を
越
え
た
不
変
性
で

あ
り
、
こ
れ
が
外
国
と
比
較
し
た
場
合
の
、
日
本
の
固
有
性
と
い
う
こ
と

に
も
な
る
。

　

最
後
に
「
結
末
」
の
特
徴
に
触
れ
る
。
説
話
・
物
語
に
お
い
て
は
1
と

4
の
「
す
り
替
え
」
の
な
い
展
開
を
除
い
て
、
女
は
高
い
身
分
の
男
と
結

婚
し
ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン
ド
の
形
と
な
る
。
反
対
に
寺
僧
は
大
暴
れ
す
る
牛
に

手
を
焼
く
大
損
害
の
結
果
と
な
る
。
一
方
、
昔
話
で
は
明
確
に
殿
様
の
嫁

に
な
っ
た
と
語
る
の
は
六
例
（
8
、
12
、
13
、
17
、
20
、
22
）
で
、
他
は

娘
が
実
家
に
戻
る
二
例
（
9
、
11
）、
和
尚
は
娘
が
牛
に
変
化
し
た
と
し

て
実
家
に
突
き
返
す
の
が
六
例
（
8
、
9
、
11
、
12
、
13
、
20
）
と
な
る
。

数
字
上
か
ら
見
れ
ば
、
昔
話
で
は
娘
の
結
婚
そ
の
も
の
に
強
く
執
着
し
て

い
る
と
は
言
え
な
い
。
そ
の
こ
と
と
関
係
す
る
の
が
、
突
き
返
さ
れ
た
娘

の
実
家
で
は
子
牛
を
育
て
、
そ
の
牛
が
縁
で
娘
と
再
会
す
る
（
22
）
と
い

う
展
開
に
続
く
も
の
も
あ
る
。

　

古
典
で
は
大
暴
れ
す
る
牛
は
甚
だ
厄
介
者
で
あ
る
が
、
民
間
の
昔
話
の

世
界
で
は
子
牛
の
行
方
に
強
く
関
心
を
寄
せ
て
い
る
。こ
れ
は
牛
を
育
て
、

ま
た
、
牛
を
農
耕
に
利
用
す
る
現
実
世
界
か
ら
の
発
想
と
考
え
て
い
い
だ

ろ
う
。
一
つ
の
説
話
や
昔
話
の
背
景
に
は
、
そ
れ
と
深
く
か
か
わ
る
実
際
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の
生
活
が
あ
り
、
そ
れ
を
抜
き
に
し
て
デ
ィ
ス
ク
ワ
ー
ク
に
も
と
づ
く
よ

う
な
安
易
な
判
断
に
は
慎
重
を
期
す
べ
き
で
あ
る
。

　
　
　

二
、
世
界
の
「
嫁
の
輿
に
牛
」
の
展
開

　

昔
話
や
説
話
の
国
際
比
較
に
際
し
て
は
、
他
言
語
と
い
う
問
題
も
あ
る

の
で
、
類
話
と
認
定
す
る
基
準
を
明
確
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ

で
、
こ
こ
で
は
話
の
中
に
「
詐
欺
」
と
「
救
出
」
モ
チ
ー
フ
が
あ
る
こ
と

を
基
本
と
し
た
が
、そ
の
モ
チ
ー
フ
が
ど
の
よ
う
な
契
機
で
表
れ
る
の
か
、

ま
た
、
そ
の
度
合
い
に
つ
い
て
も
さ
ま
ざ
ま
違
い
が
あ
る
。
し
か
し
、
違

い
こ
そ
は
地
域
的
特
性
を
示
す
も
の
で
あ
る
か
ら
、
ゆ
る
や
か
な
基
準
で

取
り
上
げ
た
。
そ
し
て
、
前
章
に
し
た
が
っ
て
一
一
例
の
資
料
を
、
構
成

要
素
表
に
あ
て
は
め
て
、「
表
Ⅱ　

世
界
の
「
嫁
の
輿
に
牛
」
一
覧
表
」

を
作
成
し
た
。
こ
の
表
を
四
つ
の
地
域
区
分
（
東
ア
ジ
ア
、
チ
ベ
ッ
ト
・

モ
ン
ゴ
ル
、
イ
ン
ド
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
）
に
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
整
理

し
解
説
す
る
。

㈠　

東
ア
ジ
ア
の
場
合

　

東
ア
ジ
ア
に
韓
国
、
中
国
に
加
え
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
を
入
れ
た
の
は
、
同
じ

漢
字
文
化
圏
と
い
う
こ
と
も
あ
る
が
、
そ
れ
に
加
え
内
容
面
の
近
さ
に
も

と
づ
い
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
れ
は
余
談
に
な
る
が
、
三
年
ほ
ど
前
に

一
ヶ
月
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
の
ハ
ノ
イ
に
滞
在
し
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
際
、
準

備
の
た
め
に
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
の
昔
話
の
邦
訳
を
読
ん
で
い
て
、
日
本
の
「
嫁

の
輿
に
牛
」
に
よ
く
似
た
昔
話
が
あ
っ
て
ビ
ッ
ク
リ
し
た
。
実
は
こ
れ
が

比
較
研
究
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。
そ
の
梗
概
を
示
す
と
、
次
の
と
お
り

で
あ
る
。

　

未
婚
の
娘
が
寺
に
行
き
、
高
級
官
僚
と
の
結
婚
を
祈
願
す
る
。
商
人
の

モ
ン
が
こ
の
こ
と
を
知
り
、寺
の
精
の
振
り
を
し
て
モ
ン
と
結
婚
せ
よ
と
、

居
丈
高
に
言
う
。
娘
は
覚
悟
を
決
め
て
モ
ン
を
捜
し
、
寺
の
精
の
言
葉
を

話
す
。
モ
ン
は
籠
に
娘
を
入
れ
て
家
に
担
い
で
い
く
途
中
で
、
狩
り
に
来

て
い
た
王
子
を
見
つ
け
、
籠
を
道
ば
た
に
置
い
た
ま
ま
藪
の
中
に
身
を
隠

す
。
王
子
が
籠
を
開
け
る
と
娘
が
お
り
、
事
情
を
聞
い
て
自
分
の
妻
に
し

て
、
籠
に
は
ト
ラ
を
入
れ
る
。
モ
ン
が
籠
を
担
い
で
家
に
帰
り
、
母
に
結

婚
準
備
を
さ
せ
、
籠
を
開
け
る
と
中
か
ら
ト
ラ
が
出
て
く
る（

（
（

。

　

ヴ
ェ
ト
ナ
ム
の
話
の
詐
欺
師
は
抜
け
目
の
な
い
商
人
で
あ
っ
た
が
、
韓

国
、
中
国
の
場
合
は
悪
質
な
僧
侶
で
あ
る
。
そ
し
て
両
話
と
も
「
詐
欺
」

の
部
分
は
な
く
、
い
き
な
り
暴
力
的
に
娘
を
拉
致
し
去
る
。
し
か
し
、
運

搬
途
中
で
猟
師
あ
る
い
は
実
在
の
寧
王
に
娘
を
奪
わ
れ
、
ト
ラ
、
熊
に
す

り
替
え
ら
れ
、
あ
げ
く
に
僧
侶
は
食
わ
れ
て
し
ま
う
と
い
っ
た
容
赦
の
な

い
結
末
に
な
る
。
中
国
の
『
酉
陽
雑
爼
』
は
九
世
紀
の
唐
・
段
成
式
の
著
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で
あ
り
、
こ
の
頃
か
ら
す
で
に
こ
う
し
た
救
出
モ
チ
ー
フ
が
あ
っ
た
こ
と

が
知
ら
れ
る
。

㈡
　
チ
ベ
ッ
ト
・
モ
ン
ゴ
ル
の
場
合

　

中
央
ア
ジ
ア
の
周
縁
に
位
置
す
る
チ
ベ
ッ
ト
、
モ
ン
ゴ
ル
、
そ
し
て
ロ

シ
ア
・
シ
ベ
リ
ア
の
北
方
民
族
は
、
遊
牧
と
オ
ア
シ
ス
農
業
な
ど
が
中
心

の
国
々
で
あ
る
。
地
域
環
境
が
共
通
し
て
い
る
こ
と
が
関
係
し
て
い
る
せ

い
か
、
そ
の
話
は
近
似
し
て
お
り
、
同
じ
系
統
の
直
接
的
な
関
連
も
考
え

ら
れ
る
。

　

あ
る
貧
し
い
男
が
、
老
夫
婦
の
会
話
を
盗
み
聞
き
し
、
翌
日
、
観
音
堂

表
Ⅱ
　
世
界
の
「
嫁
の
輿
に
牛
」
一
覧
表

国
名

／
出

典
発

端
結

婚
詐

欺
救

出
結

末
備

考
主

人
公

機
縁

詐
欺

師
策

略
成

否
救

出
者

掏
替

え
1

韓
国

／
金

徳
順

昔
話

集
両

班
娘

娘
の

噂
を

聞
く

坊
さ

ん
娘

を
箪

笥
で

連
れ

去
る

―
猟

師
の

一
行

ト
ラ

ト
ラ

に
食

わ
れ

る
2

中
国

／
酉

陽
雑

俎
巻

十
一

莫
の

娘
―

僧
侶

（
賊

に
掠

奪
さ

れ
る

）
―

寧
王

熊
僧

侶
は

熊
に

食
わ

れ
る

3
ロ

シ
ア

／
北

方
民

族
の

民
話

娘
僧

院
に

祈
願

貧
し

い
男

仏
像

の
陰

で
最

初
の

訪
問

者
○

汗
の

倅
ト

ラ
ト

ラ
が

引
き

裂
く

娘
の

素
性

確
認

4
モ

ン
ゴ

ル
／

シ
ッ

デ
ィ

ク
ー

ル
娘

観
音

堂
に

祈
願

貧
し

い
男

仏
像

に
隠

れ
最

初
の

訪
問

者
○

汗
の

王
子

ト
ラ

ト
ラ

に
食

わ
れ

る
娘

の
素

性
確

認
5

チ
ベ

ッ
ト

／
屍

鬼
四

七
話

娘
観

音
堂

に
祈

願
貧

し
い

男
観

音
に

隠
れ

最
初

の
訪

問
者

○
隣

国
の

王
子

ト
ラ

ト
ラ

に
食

わ
れ

る
娘

の
素

性
確

認
6

ヴ
ェ

ト
ナ

ム
／

世
界

の
民

話
　

ア
ジ

ア
Ⅱ

娘
娘

が
寺

参
り

商
人

モ
ン

寺
の

精
が

モ
ン

と
結

婚
せ

よ
―

狩
り

の
王

子
ト

ラ
籠

か
ら

ト
ラ

7
イ

ン
ド

／
カ

タ
ー

サ
リ

ッ
ト

サ
ー

ガ
ラ

商
人

娘
乞

食
行

苦
行

者
凶

相
祓

い
で

娘
の

箱
を

川
に

流
せ

―
王

子
猿

噛
ま

れ
る

8
イ

ン
ド

／
世

界
民

話
全

集
7　

イ
ン

ド
編

娘
娘

の
結

婚
相

談
回

教
僧

夢
の

示
現

で
川

に
黒

箱
流

せ
―

隣
国

の
王

子
狩

犬
犬

が
噛

み
殺

す

9
ブ

ル
ガ

リ
ア

／
世

界
の

民
話

　
東

欧
Ⅰ

花
嫁

―
狡

猾
者

死
者

と
花

嫁
と

の
交

換
―

結
婚

式
の

立
会

人
牝

犬
男

の
鼻

を
噛

む
豆

・
鶏

・
豚

・
牛

と
交

換

10
フ

ラ
ン

ス
／

世
界

の
民

話
　

南
欧

女
中

―
テ

ュ
ル

ラ
ン

デ
ュ

ら
ば

と
女

中
と

の
交

換
―

宿
の

人
犬

男
の

鼻
を

噛
む

虱
・

鶏
・

豚
・

牛
と

交
換

11
イ

ギ
リ

ス
／

世
界

の
民

話
　

イ
ギ

リ
ス

仕
立

屋
す

も
も

食
い

の
約

束
悪

魔
悪

魔
に

仕
立

屋
を

捧
げ

る
―

牛
飼

い
雄

ヤ
ギ

小
悪

魔
が

ケ
ガ

す
る

悪
魔

と
の

約
束

〔
出

典
〕

金
徳

順
昔

話
集（

三
弥

井
書

店
、

1994）、
酉

陽
雑

俎（
東

洋
文

庫
、

平
凡

社
、

1980）、
北

方
民

族
の

民
話（

上
）（

大
日

本
絵

画
巧

芸
美

術
、

1978）、
シ

ッ
デ

ィ
・

ク
ー

ル（
淡

水
社

、
2013）、

チ
ベ

ッ
ト

の
屍

鬼
四

七
話（

テ
ク

ネ
、

2016）、
世

界
の

民
話

　
ア

ジ
ア

Ⅱ（
ぎ

ょ
う

せ
い

、
1999）、

カ
タ

ー
サ

リ
ッ

ト
サ

ー
ガ

ラ（
岩

波
書

店
、

1954）、
世

界
民

話
全

集
7イ

ン
ド

編（
宝

文
館

、
1958）、

世
界

の
民

話
　

東
欧

Ⅰ（
ぎ

ょ
う

せ
い

、
1999）、

世
界

の
民

話
　

南
欧（

ぎ
ょ

う
せ

い
、

1999）、
世

界
の

民
話

　
イ

ギ
リ

ス（
ぎ

ょ
う

せ
い

、
1999）
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に
老
夫
婦
が
参
詣
に
来
る
前
に
、
男
は
仏
像
の
陰
に
隠
れ
て
い
る
。
そ
し

て
、「
明
日
、
最
初
に
訪
ね
て
く
る
男
に
娘
を
与
え
な
さ
い
」
と
言
う
。

こ
う
し
て
首
尾
よ
く
娘
と
財
宝
を
手
に
し
た
男
は
、
娘
を
箱
に
入
れ
自
分

の
村
に
帰
る
。
ま
ず
箱
を
大
地
に
埋
め
て
置
き
、
自
宅
に
戻
っ
て
家
族
に

金
持
ち
に
な
る
儀
式
を
行
な
う
と
言
う
。
一
方
、
箱
を
埋
め
た
場
所
に
通

り
が
か
っ
た
王
子
は
、
黒
く
な
っ
た
砂
山
に
矢
を
射
り
、
突
き
刺
さ
っ
た

箱
か
ら
娘
を
救
出
し
、
そ
の
代
わ
り
に
ト
ラ
を
入
れ
て
去
る
。
そ
れ
と
知

ら
ず
に
男
は
家
に
運
ん
だ
箱
を
開
け
る
と
、
中
か
ら
ト
ラ
が
飛
び
出
し
、

男
は
食
わ
れ
て
し
ま
う
。

　

そ
の
後
、
娘
は
王
の
妃
と
し
て
三
人
の
子
を
儲
け
、
幸
せ
に
暮
ら
し
て

い
る
が
、
家
臣
が
后
の
出
自
を
疑
う
よ
う
に
な
り
、
気
に
病
ん
だ
后
は
、

城
か
ら
逃
れ
る
よ
う
に
故
郷
に
帰
っ
て
く
る
。
す
る
と
実
家
の
辺
り
に
立

派
な
御
殿
や
寺
院
が
建
っ
て
お
り
、
弟
や
両
親
は
王
妃
を
迎
え
入
れ
る
。

一
緒
に
来
た
家
来
た
ち
は
、
こ
の
こ
と
を
確
認
し
城
に
戻
る
。
翌
日
、
目

が
覚
め
る
と
す
べ
て
は
幻
影
で
あ
っ
た
が
、
后
は
威
信
を
取
り
戻
す
こ
と

が
で
き
、
再
び
城
に
帰
っ
て
暮
ら
す
こ
と
に
な
っ
た（

（
（

。

　

こ
の
後
日
談
の
現
実
的
な
背
景
に
は
、
結
婚
は
相
応
す
る
相
手
と
す
る

も
の
と
い
う
、
強
い
身
分
制
が
介
在
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
展

開
が
こ
の
地
域
に
お
け
る
話
の
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
を
保
証
し
て
い
る
も
の
で

あ
ろ
う
か
ら
、
そ
の
意
味
で
は
、「
嫁
の
輿
に
牛
」
の
ユ
ー
ラ
シ
ア
内
陸

部
の
地
域
的
特
性
を
示
す
も
の
と
い
っ
て
よ
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
モ
ン
ゴ
ル
の
事
例
が
載
る
『
シ
ッ
デ
ィ
・
ク
ー
ル（

（1
（

』
は
、

イ
ン
ド
の
『
屍
鬼
二
十
五
話（

（1
（

』
の
モ
ン
ゴ
ル
版
と
言
わ
れ
、
チ
ベ
ッ
ト
に

も
何
冊
か
の
チ
ベ
ッ
ト
版
が
あ
る
。
し
か
し
、
イ
ン
ド
お
よ
び
チ
ベ
ッ
ト

版
に
は
こ
の
話
が
載
せ
ら
れ
て
い
な
い
の
で
、
後
に
加
え
ら
れ
た
説
話
で

あ
ろ
う
。
イ
ン
ド
や
チ
ベ
ッ
ト
、
モ
ン
ゴ
ル
と
の
説
話
の
交
流
は
、
仏
教

を
通
じ
て
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
十
分
に
想
像
さ
れ
る
。

　

最
近
、
こ
の
『
シ
ッ
デ
ィ
・
ク
ー
ル
』
を
訳
し
た
西
脇
隆
夫
は
、
巻
末

で
各
話
の
類
話
紹
介
を
行
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
「
嫁
の
輿
に
牛
」

の
類
話
も
い
く
つ
か
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
要
約
で
あ
る
た
め
に
、
こ
こ
で

は
取
り
上
げ
な
か
っ
た
が
、
こ
の
話
が
中
国
の
周
辺
に
は
多
数
あ
り
、
広

く
受
容
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
。

㈢　

イ
ン
ド
の
場
合

　

イ
ン
ド
の
場
合
は
、
中
世
の
頃
に
編
集
さ
れ
た
『
カ
タ
ー
・
サ
リ
ッ
ト
・

サ
ー
ガ
ラ
』
に
早
く
掲
載
さ
れ
る
。
梗
概
を
示
す
と
、
金
持
ち
の
商
人
の

家
に
、「
無
言
の
行
」
を
行
な
う
苦
行
者
が
乞
食
に
訪
れ
る
。
施
し
を
運

ん
で
き
た
美
し
い
娘
を
見
て
、
思
わ
ず
声
を
発
し
て
し
ま
う
。
商
人
が
理

由
を
尋
ね
る
と
、
苦
行
者
は
娘
に
は
不
吉
の
相
が
現
わ
れ
て
お
り
、
夜
間

に
燈
火
を
つ
け
た
黒
箱
に
娘
を
入
れ
て
ガ
ン
ジ
ス
川
に
流
さ
な
い
と
、
家
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族
の
破
滅
だ
と
告
げ
る
。
商
人
が
そ
の
通
り
に
し
て
川
に
流
す
と
、
水
浴

に
来
て
い
た
王
子
が
籠
を
見
つ
け
、
開
け
る
と
美
し
い
娘
が
い
る
。
代
わ

り
に
猿
を
入
れ
て
流
し
た
の
を
、
苦
行
者
に
遣
わ
さ
れ
た
弟
子
た
ち
が

拾
っ
て
届
け
る
と
、
中
か
ら
猿
が
出
て
噛
ま
れ
て
し
ま
う
。

　

コ
ミ
カ
ル
な
展
開
で
人
物
の
行
動
が
生
き
生
き
と
描
写
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
話
の
中
で
、
苦
行
者
は
娘
に
不
吉
の
相
が
現
わ
れ
て
い
る
と
告
げ
、

自
分
の
も
と
に
寄
越
す
よ
う
と
謀
る
。
こ
の
部
分
は
日
本
の
昔
話
の
中
に

も
、
娘
お
よ
び
牛
に
凶
相
が
出
て
い
る
と
話
す
の
と
共
通
し
て
い
る
。
と

い
っ
て
、
こ
れ
を
例
に
イ
ン
ド
か
ら
日
本
へ
の
伝
播
を
説
こ
う
と
す
る
つ

も
り
は
な
い
が
、
イ
ン
ド
も
日
本
も
祈
祷
僧
の
手
段
と
し
て
、
不
吉
の
相

を
理
由
に
自
分
の
も
と
で
治
療
等
の
対
処
を
行
な
う
こ
と
が
あ
っ
た
か
ら

で
あ
ろ
う
。
説
話
と
現
実
生
活
と
の
一
致
と
考
え
た
い
。

　

な
お
、『
カ
タ
ー
・
サ
リ
ッ
ト
・
サ
ー
ガ
ラ
』
の
話
は
、
現
代
の
イ
ン

ド
に
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
、『
世
界
民
話
全
集
7
』
な
ど
の
伝
承

か
ら
わ
か
る
が
、
同
書
の
岩
本
裕
の
解
説
に
よ
る
と
セ
イ
ロ
ン
の
近
く
に

も
あ
る
と
い
う（

（1
（

。
イ
ン
ド
の
伝
承
状
況
は
、
日
本
を
考
え
る
場
合
に
大
い

に
参
考
に
な
る
。

㈣　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
場
合

　

最
後
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
例
を
取
り
上
げ
る
が
、
実
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
場

合
は
、こ
れ
ま
で
の
内
容
と
大
き
く
変
わ
っ
て
い
て
、前
半
の
詐
欺
モ
チ
ー

フ
は
な
い
。
ま
た
、
救
出
モ
チ
ー
フ
も
こ
れ
ま
で
の
「
救
出
」
と
違
っ
て

い
る
。
狡
猾
者
が
次
々
と
交
換
を
要
求
し
て
い
き
、
最
後
に
手
に
入
れ
た

花
嫁
（
女
中
、
悪
魔
）
の
代
わ
り
に
動
物
が
す
り
替
え
ら
れ
る
展
開
が
一

致
す
る
。
フ
ラ
ン
ス
の
「
テ
ュ
ル
ラ
ン
デ
ュ
」
は
、
次
の
よ
う
な
内
容
で

あ
る
。

　

狡
猾
な
テ
ュ
ル
ラ
ン
デ
ュ
は
持
っ
て
い
た
虱
一
つ
を
宿
屋
に
預
け
、
め

ん
ど
り
に
食
わ
れ
る
と
、
め
ん
ど
り
を
要
求
す
る
。
次
の
宿
で
そ
の
め
ん

ど
り
が
豚
に
食
わ
れ
る
と
豚
を
も
ら
う
。
そ
の
豚
が
ら
ば
に
蹴
ら
れ
て
死

ぬ
と
、
今
度
は
ら
ば
を
も
ら
う
。
そ
の
ら
ば
を
女
中
が
誤
っ
て
井
戸
に
落

と
し
て
死
な
せ
る
と
、
女
中
を
も
ら
っ
て
袋
に
入
れ
宿
に
預
け
る
。
宿
の

主
人
が
袋
の
女
中
と
犬
と
を
す
り
替
え
て
お
き
、
テ
ュ
ラ
ン
デ
ュ
は
自
分

の
家
で
女
中
と
思
っ
て
袋
を
開
け
る
と
犬
が
出
て
、
テ
ュ
ラ
ン
デ
ュ
の
鼻

を
噛
む（

（1
（

。

　

こ
の
展
開
は
日
本
の
「
藁
し
べ
長
者（

（1
（

」
と
同
様
で
、
日
本
の
場
合
は
観

音
の
示
現
で
、次
か
ら
次
に
高
価
な
も
の
に
代
わ
る
成
功
譚
で
終
わ
る
が
、

フ
ラ
ン
ス
の
場
合
は
最
後
の
す
り
替
え
に
よ
っ
て
、
ど
ん
で
ん
返
し
の
失

敗
譚
に
な
る
と
い
う
違
い
が
あ
る
。

　

9
の
ブ
ル
ガ
リ
ア
の
例
で
は
、狡
猾
者
が
立
て
掛
け
て
お
い
た
死
者
を
、

結
婚
式
に
参
加
し
て
い
た
人
が
突
き
倒
し
た
の
で
殺
さ
れ
た
と
騒
ぎ
立
て
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て
花
嫁
を
得
る
が
、
牝
犬
と
す
り
替
え
ら
れ
て
し
ま
う
。
こ
の
死
者
を
立

て
掛
け
、突
き
倒
さ
れ
て
死
ん
だ
と
騒
ぐ
ト
リ
ッ
ク
は
、日
本
の
昔
話「
知

恵
有
殿（

（1
（

」
と
も
一
致
す
る
。

　

11
の
イ
ギ
リ
ス
の
場
合
は
、
す
も
も
を
食
べ
る
際
に
、
も
う
こ
れ
以
上

食
べ
た
ら
悪
魔
に
さ
ら
わ
れ
て
も
か
ま
わ
な
い
と
約
束
し
、
自
ら
墓
穴
を

掘
っ
て
し
ま
う
。
そ
の
た
め
悪
魔
に
命
を
奪
わ
れ
る
と
こ
ろ
を
、
牛
飼
い

の
機
転
で
雄
ヤ
ギ
と
す
り
替
え
た
の
で
助
か
り
、
悪
魔
の
も
と
で
ヤ
ギ
が

大
暴
れ
し
て
悪
魔
た
ち
が
さ
ん
ざ
ん
な
目
に
遭
う
と
い
う
結
末
に
な
る
。

以
上
の
用
例
は
、
小
澤
俊
夫
の
『
世
界
の
民
話
』
の
「
解
説
編（

（1
（

」
を
参
考

に
し
、
同
シ
リ
ー
ズ
か
ら
引
用
し
た
。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
事
例
は
、
ア
ジ
ア
の
「
嫁
の
輿
に
牛
」
と
は
大
き
く
異

な
り
、「
累
積
譚（

（1
（

」
の
中
の
パ
タ
ー
ン
の
一
つ
の
最
後
の
部
分
で
「
す
り

替
え
」
の
モ
チ
ー
フ
が
使
わ
れ
る
。
説
話
相
互
の
直
接
的
影
響
と
は
い
え

な
い
が
、
実
生
活
か
ら
起
こ
る
発
想
が
、
こ
う
し
た
一
致
の
背
景
に
は
あ

る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
　
　

三
、
昔
話
「
嫁
の
輿
に
牛
」
の
国
際
比
較

　

昔
話
「
嫁
の
輿
に
牛
」
を
め
ぐ
っ
て
、
日
本
中
世
の
説
話
・
物
語
と
昔

話
、
お
よ
び
世
界
と
の
同
じ
タ
イ
プ
、
モ
チ
ー
フ
の
昔
話
の
内
容
と
比
較

し
て
き
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
て
、
こ
の
昔
話
の
誕
生
か
ら
成
長
、
お
よ
び

移
動
の
過
程
を
、
昔
話
の
発
生
、
テ
ー
マ
、
伝
播
の
点
か
ら
跡
付
け
て
見

た
い
。

㈠　

昔
話
の
発
生

　

一
般
に
は
昔
話
が
い
つ
、
ど
こ
で
発
生
し
た
の
か
を
決
め
る
の
は
不
可

能
に
近
い
。
そ
れ
は
本
来
昔
話
が
、
不
特
定
多
数
の
中
で
口
頭
で
語
ら
れ

る
性
格
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
必
要
が
な
け
れ
ば
文
字
に
記
録
さ

れ
る
こ
と
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
こ
の
「
嫁
の
輿
に
牛
」
の
昔
話

に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

　

た
だ
蓋
然
性
の
問
題
と
し
て
言
え
ば
、
仏
教
の
ル
ー
ツ
の
イ
ン
ド
が
発

生
地
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
と
い
う
の
は
、
話
の
展
開
に
寺
や
寺
僧

が
大
き
く
関
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
ず
は
発
端
に
お
い
て
、
良
縁
を

期
待
し
て
娘
が
寺
参
詣
に
来
る
が
、
そ
の
美
し
い
娘
を
見
た
軽
薄
な
僧
が

奸
計
を
謀
る
。
そ
れ
も
仏
像
の
陰
に
隠
れ
、
仏
を
騙か
た

る
と
い
う
非
道
極
ま

り
な
い
行
為
を
と
る
の
は
、
世
俗
化
す
る
仏
教
を
批
判
し
否
定
す
る
立
場

か
ら
の
発
想
と
い
え
る
。
し
か
し
、
こ
の
世
俗
化
の
問
題
は
イ
ン
ド
特
有

と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
仏
教
国
な
べ
て
の
問
題
で
も
あ
る
。
そ
の
こ
と

が
仏
教
国
イ
ン
ド
発
生
を
確
実
な
も
の
に
す
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
と
い

う
の
も
昔
話
の
内
容
が
仏
教
に
関
係
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
こ
の
堕
落
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僧
の
話
を
伝
承
し
て
い
る
国
々
が
、
イ
ン
ド
の
他
に
チ
ベ
ッ
ト
、
モ
ン
ゴ

ル
、
日
本
な
ど
同
じ
く
仏
教
国
で
も
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
仏
教
国
で
あ
る

こ
と
が
、
話
の
信
憑
性
す
な
わ
ち
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
と
結
び
つ
い
て
語
ら
れ

る
か
ら
で
、
仏
教
お
よ
び
僧
侶
が
社
会
的
勢
力
と
し
て
強
い
力
を
有
し
て

い
る
環
境
で
こ
そ
、
こ
の
話
題
に
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
堕
落
僧
の
問
題
は
仏
僧
に
限
ら
ず
、
他
宗
教
に
も
聖
職
者

の
堕
落
の
話
は
あ
り
、
本
稿
の
「
は
じ
め
に
」
で
、
松
原
秀
一
が
紹
介
し

た
フ
ラ
ン
ス
の
『
新
百
物
語
』
の
類
話
の
後
半
で
、
修
道
僧
が
娘
を
身
籠

ら
せ
、
そ
れ
を
神
の
子
で
あ
る
と
欺
く
な
ど
は
、
キ
リ
ス
ト
教
に
か
か
わ

る
問
題
で
あ
る
。
ま
た
、
中
世
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
教
会
の
聖
職
者
の
堕
落

し
た
姿
は
ボ
ッ
カ
ッ
チ
ョ
の
『
デ
カ
メ
ロ
ン（

（1
（

』
に
も
ユ
ー
モ
ア
に
描
か
れ

て
い
る
。
同
時
期
の
日
本
の
『
雑
談
集
』
や
「
さ
さ
や
き
竹
」
の
堕
落
僧

と
同
様
で
あ
る
。
何
に
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
を
寄
せ
る
か
は
国
々
の
文
化
環
境

の
問
題
で
あ
る
が
、
構
造
的
問
題
は
人
間
社
会
が
常
に
内
包
し
て
い
る
と

い
え
よ
う
。

　

し
か
し
、
日
本
に
お
け
る
伝
承
を
通
時
的
に
見
る
と
、
中
世
に
お
い
て

深
く
寺
院
が
関
っ
て
い
た
の
が
、
昔
話
に
お
い
て
は
仏
教
の
影
響
は
少
な

く
な
る
。
詐
欺
師
が
説
話
・
物
語
に
お
け
る
寺
僧
か
ら
、
昔
話
の
若
者
へ

移
る
に
連
れ
て
、
仏
教
色
も
薄
ら
い
で
く
る
。
こ
の
問
題
は
テ
ー
マ
性
と

も
か
か
わ
っ
て
く
る
の
で
、
次
項
で
再
述
す
る
。

㈡　

昔
話
の
テ
ー
マ

　

こ
の
昔
話
は
前
半
の
「
詐
欺
モ
チ
ー
フ
」
と
後
半
の
「
救
出
モ
チ
ー
フ
」

か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
確
認
し
て
き
た
。
た

だ
、
こ
の
二
つ
の
モ
チ
ー
フ
を
テ
ー
マ
と
の
関
連
か
ら
見
る
と
、
両
者
の

バ
ラ
ン
ス
の
取
り
方
で
、
微
妙
に
内
容
に
変
化
が
生
じ
て
く
る
。
た
と
え

ば
、
前
者
の
「
詐
欺
」
に
比
重
が
置
か
れ
た
場
合
、
詐
欺
の
た
め
の
「
策

略
」
の
レ
ト
リ
ッ
ク
に
こ
だ
わ
り
が
強
く
、
そ
の
結
果
、
手
腕
を
行
使
し

た
人
物
の
最
後
は
間
抜
け
で
滑
稽
さ
を
強
め
る
傾
向
で
終
わ
る
。
古
典
の

「
さ
さ
や
き
竹
Ⅱ
型
」
の
西
光
坊
や
、『
鷲
林
拾
葉
集
』
に
お
け
る
「
坂
ノ

者
」
と
の
結
婚
な
ど
が
そ
の
典
型
と
い
え
る
。

　

一
方
で
、
後
者
の
「
救
出
」
に
比
重
が
置
か
れ
る
と
、
韓
国
や
中
国
の

事
例
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
娘
と
凶
暴
性
そ
の
も
の
の
ト
ラ
と
す
り
替
え

て
殺
害
に
至
ら
せ
る
。
こ
の
殺
害
と
い
う
厳
罰
主
義
の
た
め
に
は
悪
僧
の

非
道
な
振
る
舞
い
す
な
わ
ち
娘
の
拉
致
や
強
奪
と
い
っ
た
凶
暴
な
行
動
が

前
提
と
な
る
。
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
こ
の
二
つ
の
モ
チ
ー
フ
の
背
景
に

は
、
不
正
な
行
為
に
は
相
応
の
懲
罰
が
あ
る
と
い
う
社
会
悪
是
正
の
論
理

が
通
底
し
て
い
る
。
そ
の
比
重
の
置
か
れ
方
に
よ
り
展
開
に
違
い
が
生
じ

て
く
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

た
だ
、
寺
僧
を
中
心
と
し
た
こ
れ
ら
の
見
方
か
ら
、
娘
を
中
心
に
し
た
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見
方
に
な
る
と
、
こ
れ
に
よ
っ
て
も
微
妙
な
違
い
が
出
て
く
る
。
日
本
の

説
話
・
物
語
の
場
合
で
は
、
結
婚
が
大
き
な
テ
ー
マ
と
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
場
合
に
は
娘
が
申
し
子
で
あ
り
、あ
る
い
は
没
落
貴
族
の
姫
君
、ま
た
、

多
彩
な
能
力
の
持
ち
主
と
い
っ
た
人
物
形
象
が
な
さ
れ
、
叙
述
も
娘
視
線

を
も
と
に
展
開
し
て
い
く
。
そ
し
て
、
救
出
者
の
身
分
が
当
時
の
通
名
を

用
い
る
な
ど
、
現
実
的
な
様
相
を
濃
く
す
る
。
こ
う
し
た
傾
向
は
話
の
作

り
手
や
享
受
者
層
の
意
向
が
、
娘
と
高
貴
な
方
と
の
結
婚
へ
の
期
待
と

な
っ
て
反
映
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
昔
話
が
、
結
婚
を
強
く
意
識
し
て
い
る
と
い
う
点
で
は
、
チ
ベ
ッ

ト
や
モ
ン
ゴ
ル
な
ど
の
「
娘
の
出
自
」
の
問
題
も
、
こ
れ
に
関
係
し
て
い

る
の
か
も
し
れ
な
い
。
庶
民
層
の
娘
と
王
と
の
結
婚
の
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
の

確
保
の
た
め
の
出
自
の
確
認
と
い
え
る
が
、
そ
の
前
提
と
な
る
結
婚
へ
の

関
心
が
高
い
か
ら
で
も
あ
ろ
う
。
そ
の
点
で
は
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
や
フ
ラ
ン

ス
の
「
テ
ュ
ル
ラ
ン
デ
ュ
」
の
場
合
に
お
い
て
も
、
ペ
テ
ン
師
が
最
後
の

交
換
と
し
て
花
嫁
、
女
中
を
希
望
す
る
の
は
、
結
婚
へ
の
執
着
を
示
し
て

い
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
結
婚
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
は
、
二
章
の
「「
救
出
」

と
牛
の
存
在
」
で
触
れ
た
よ
う
に
、
日
本
の
昔
話
で
娘
の
結
婚
と
同
等
に

関
心
を
寄
せ
て
い
る
の
は
、
牛
の
飼
育
の
問
題
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
牛
を

堕
落
僧
に
対
す
る
懲
罰
の
表
徴
と
す
る
見
方
で
は
な
く
、
生
活
の
視
点
か

ら
把
握
し
て
い
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
古
典
か
ら
の
通
時
性
の
問
題
と

し
て
見
る
と
結
婚
の
テ
ー
マ
が
拡
散
し
、
二
次
的
展
開
の
様
相
を
示
し
て

い
る
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
は
娘
の
結
婚
が
「
殿
様
」
と
い
っ
た
類
型
的
な

相
手
と
な
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
外
国
昔
話
の
「
王
子
」
と
同
様
に
、
昔
話
の

図
式
的
な
人
物
設
定
と
も
関
係
し
て
い
る
。
テ
ー
マ
の
変
質
は
、
昔
話
が

ど
の
よ
う
な
時
代
や
文
化
環
境
で
語
ら
れ
る
か
に
よ
っ
て
、
そ
の
内
容
に

変
化
が
生
じ
て
く
る
も
の
で
あ
り
、
言
い
換
え
れ
ば
昔
話
が
語
り
手
、
聞

き
手
と
と
も
に
生
き
て
い
る
証
拠
で
も
あ
る
。

㈢　

昔
話
の
伝
播

　

文
化
の
歴
史
や
異
質
性
を
説
明
す
る
学
説
に
、
水
が
低
い
方
へ
と
流
れ

る
よ
う
に
人
文
化
も
高
き
か
ら
低
き
に
移
動
す
る
と
説
く
「
伝
播
論
」
が

あ
る
。
一
方
、
人
間
の
社
会
、
生
活
環
境
が
あ
る
水
準
に
達
す
る
と
自
然

に
起
こ
る
と
さ
れ
る
「
多
元
的
同
時
発
生
論
」
と
が
あ
る
。
昔
話
研
究
法

に
お
い
て
は
、主
と
し
て
地
理
歴
史
学
的
方
法
が
伝
播
論
を
、心
理
学
的
・

構
造
論
的
方
法
が
同
時
発
生
論
の
立
場
に
拠
っ
て
い
る
と
単
純
化
し
て
と

ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

さ
て
、
昔
話
「
嫁
の
輿
に
牛
」
を
仏
教
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
解
釈
す
る
と
、

伝
播
論
の
方
が
有
力
で
あ
る
。
す
で
に
「
昔
話
の
発
生
」
で
も
述
べ
た
よ

う
に
、
イ
ン
ド
の
釈
迦
が
説
い
た
教
え
の
仏
教
が
、「
仏
教
東
漸
」
の
流
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れ
に
よ
っ
て
西
か
ら
東
へ
の
道
を
た
ど
っ
て
広
ま
っ
て
い
っ
た
。
現
在
こ

の
昔
話
を
伝
承
す
る
国
々
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
て
い
け
ば
、
イ
ン
ド
か
ら
ア

ジ
ア
の
内
陸
部
を
通
り
チ
ベ
ッ
ト
、
モ
ン
ゴ
ル
、
東
ア
ジ
ア
を
経
由
し
て

日
本
に
入
っ
て
く
る
ル
ー
ト
が
導
か
れ
る
。
そ
の
ル
ー
ト
の
過
程
を
経
る

中
で
、
そ
の
地
域
に
お
け
る
独
自
の
変
容
を
遂
げ
な
が
ら
現
在
の
状
態
に

な
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

そ
の
流
れ
で
と
ら
え
れ
ば
、
日
本
の
中
世
に
お
け
る
説
話
・
物
語
の
展

開
は
、
仏
書
あ
る
い
は
仏
教
関
係
者
に
よ
っ
て
取
り
上
げ
ら
れ
、
当
時
の

日
本
の
歴
史
的
社
会
に
沿
う
よ
う
に
再
構
成
さ
れ
記
録
さ
れ
た
と
い
え

る
。
一
方
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
異
色
の
「
す
り
替
え
」
モ
チ
ー
フ
は
、
イ

ン
ド
か
ら
の
直
接
の
伝
播
と
判
断
す
る
に
は
材
料
が
乏
し
く
、
今
後
の
資

料
の
収
集
を
俟
た
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
今
後
の
課
題
と
な
ろ
う
。

　
　
　

お
わ
り
に

　

昔
話
「
嫁
の
輿
に
牛
」
は
、
古
典
の
「
さ
さ
や
き
竹
」
の
類
話
と
し
て

も
知
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
国
文
学
に
お
け
る
諸
本
や
成
立
に
か
か
わ

る
研
究
は
あ
る
が
、
昔
話
や
国
際
比
較
に
つ
い
て
の
研
究
は
紹
介
に
と
ど

ま
る
程
度
で
あ
る
。
本
稿
は
、
昔
話
研
究
の
立
場
か
ら
、
こ
の
昔
話
を
日

本
の
古
典
や
ア
ジ
ア
を
中
心
と
し
た
国
際
比
較
の
視
点
か
ら
追
究
し
て
き

た
。

　

ま
ず
、
古
典
と
の
比
較
で
い
え
ば
、
仏
僧
の
策
略
に
よ
る
娘
獲
得
は
み

ご
と
に
失
敗
し
、娘
は
身
分
高
い
人
物
と
の
結
婚
を
遂
げ
る
。と
こ
ろ
が
、

昔
話
の
世
界
で
は
娘
の
結
婚
へ
の
関
心
は
そ
れ
な
り
と
し
て
も
、
古
典
で

は
厄
介
者
に
過
ぎ
な
か
っ
た
小
牛
が
、
娘
の
実
家
に
戻
さ
れ
、
そ
こ
で
の

飼
育
に
か
か
わ
る
な
ど
新
た
な
展
開
を
見
せ
る
。
牛
を
農
耕
等
に
利
用
す

る
環
境
で
の
変
化
と
い
え
る
。

　

続
い
て
、
国
際
比
較
に
お
い
て
は
、
日
本
で
は
軽
率
な
寺
僧
の
振
る
舞

い
を
揶
揄
嘲
笑
す
る
の
に
対
し
、
韓
国
、
中
国
の
事
例
で
は
僧
侶
が
娘
を

強
奪
し
、
そ
れ
に
対
し
て
殺
害
と
い
う
手
段
で
制
裁
を
加
え
る
な
ど
過
激

な
展
開
と
い
え
る
。
ま
た
チ
ベ
ッ
ト
、
モ
ン
ゴ
ル
等
で
は
、
王
子
と
結
婚

し
た
娘
の
出
自
を
追
求
す
る
後
日
談
に
続
く
。
こ
れ
に
は
こ
の
地
域
の
身

分
制
が
関
係
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
イ
ン
ド
で
は
、
ガ
ン
ジ

ス
川
に
箱
を
流
す
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
的
特
性
が
表
れ
て
い
て
興
味

深
い
。

　

こ
の
昔
話
が
、
早
く
イ
ン
ド
の
説
話
集
に
出
て
く
る
こ
と
や
、
仏
教
に

か
か
わ
る
寺
院
や
僧
侶
な
ど
の
関
与
か
ら
、
イ
ン
ド
を
発
生
の
地
と
考
え

る
の
が
蓋
然
性
が
高
い
。
そ
れ
が
「
仏
教
東
漸
」
の
流
れ
か
ら
、
中
国
内

陸
部
を
経
て
、
日
本
に
中
世
ご
ろ
僧
あ
る
い
は
仏
書
に
よ
っ
て
持
ち
運
ば

れ
て
き
た
可
能
性
が
あ
る
。
当
然
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
々
に
定
着
し
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て
い
く
過
程
で
独
自
な
変
化
を
遂
げ
て
い
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
も
「
救
出
モ
チ
ー
フ
」
の
変
形
と
見
ら
れ
る
「
花
嫁
（
女

中
）
す
り
替
え
」
の
パ
タ
ー
ン
が
あ
る
が
、
こ
の
昔
話
と
の
直
接
的
な
関

係
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
な
る
。『
世
界
話
型
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
』

Ａ
Ｔ
896「
好
色
な
聖
者
と
箱
の
中
の
少
女
」の
伝
承
分
布
地
の
紹
介
に
は
、

西
ア
ジ
ア
に
も
類
話
が
あ
る
と
さ
れ
る
の
で
、
今
後
こ
の
地
域
の
伝
承
を

ま
じ
え
て
、
さ
ら
に
研
究
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　

関
敬
吾
は
、昔
話
は
博
物
館
の
展
示
品
の
よ
う
に
死
物
で
は
な
く
、人
々

の
頭
と
口
に
あ
る
も
の
と
し
て
「
昔
話
生
物
学
（
昔
話
生
態
学
）」
を
提

唱
し
た
。
昔
話
は
時
代
と
と
も
に
変
化
し
な
が
ら
生
き
て
い
く
も
の
で
あ

る
。
そ
の
原
則
に
照
ら
し
な
が
ら
、
変
化
す
る
昔
話
「
嫁
の
輿
に
牛
」
の

姿
に
注
目
し
て
き
た
。
一
つ
の
昔
話
が
ど
の
よ
う
に
発
生
し
成
長
、
変
化

を
遂
げ
な
が
ら
移
動
し
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
の
が
地

理
歴
史
学
的
研
究
法
で
あ
る
。
本
稿
は
そ
の
方
法
に
し
た
が
っ
て
い
る
こ

と
を
記
し
て
お
く
。

注（1
）
市
古
貞
二
『
未
刊
中
世
小
説
解
題
』（
楽
浪
書
院
、
一
九
四
二
）

（
2
）�

永
井
義
憲
「
講
経
談
義
と
説
話
―
『
鷲
林
拾
葉
鈔
』
に
見
え
る
た
る
さ
ゝ
や
き
竹

物
語
―
」（『
大
妻
国
文
』
第
４
号
、
一
九
七
三
）

（
3
）
沢
井
耐
三
『
お
伽
草
子
』（
貴
重
本
刊
行
会
、
二
〇
〇
〇
）

（
4
）
南
方
熊
楠
「
美
人
の
代
り
に
猛
獣
」（『
民
俗
学
』
一
九
三
〇
年
十
二
月
）

（
5
）�

松
原
秀
一｢

さ
さ
や
き
竹｣

（『
中
世
の
説
話　

東
と
西
の
出
会
い
』
東
京
書
籍
、

一
九
七
九
）

（
6
）�

ア
ア
ル
ネ
『
昔
話
の
比
較
研
究
』（
関
敬
吾
訳
、
岩
崎
美
術
社
、
一
九
六
九
）

（
7
）�『
室
町
時
代
物
語
大
成
』
第
六
巻
に
あ
る
「
さ
さ
や
き
竹
物
語
」（
岩
瀬
文
庫
蔵
）

は
比
較
的
短
く
Ⅰ
型
、「
さ
さ
や
き
竹
」（
赤
木
文
庫
旧
蔵
）
は
長
編
で
Ⅱ
型
に
分

類
さ
れ
る
。

（
8
）「
寺
の
精
」『
世
界
の
民
話　

ア
ジ
ア
Ⅱ
』（
ぎ
ょ
う
せ
い
、
一
九
九
九
）

（
9
）�「
娘
の
ヘ
マ
プ
ラ
デ
ー
プ
」『
屍
鬼
四
十
七
話
』（
梶
濱
亮
俊
訳
、
テ
ク
ネ
、

二
〇
一
六
）

（
10
）�

西
脇
隆
夫
訳
『
シ
ッ
デ
ィ
・
ク
ー
ル　

モ
ン
ゴ
ル
説
話
集
』（
淡
水
社
、

二
〇
一
三
）

（
11
）�『
屍
鬼
二
十
五
話
―
イ
ン
ド
伝
奇
集
』（
東
洋
文
庫
三
二
三
、
平
凡
社
、

一
九
七
八
）

（
12
）�

岩
本
裕
『
世
界
民
話
全
集　

７
』（
宝
文
館
、
一
九
五
八
）

（
13
） 「
テ
ュ
ル
ラ
ン
デ
ュ
」『
世
界
の
民
話　

南
欧
』（
ぎ
ょ
う
せ
い
、
一
九
七
七
）

（
14
）『
今
昔
物
語
集
』
第
十
六
巻
（
観
音
祈
願
型
）（
日
本
古
典
文
学
全
集
、
岩
波
書
店
）

（
15
）「
知
恵
有
殿
」『
日
本
昔
話
大
成
』
第
十
巻
（
角
川
書
店
、
一
九
七
九
）

（
16
）『
世
界
の
民
話　

解
説
編
』（
ぎ
ょ
う
せ
い
、
一
九
七
八
）

（
17
）�

斉
藤
君
子
「
累
積
昔
話
と
は
な
に
か
」（『
昔
話
―
研
究
と
資
料
―
』
第
39
号
、

二
〇
一
一
）

（
18
）『
デ
カ
メ
ロ
ン
』（
平
川
祐
弘
訳
、
河
出
書
房
新
社
、
二
〇
一
二
）


